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Evaluation of disinfection activities using thermal camera

サーマルカメラを用いた清拭消毒評価手法

すみずみまできれいに消毒できましたか？

どんな研究
再生医療の現場における安全キャビネットの作業面など、頻繁に確実な消毒が必要な場合に、すみずみまで消
毒できたか目視で確認できる手法を考案しました。サーマルカメラで消毒液の気化による温度低下を、圧力セ
ンサで清拭の圧力を測定し清拭消毒の結果を可視化します。

どこが凄い
清拭消毒では、アルコールなどの消毒液を作業面に吹き付け十分な圧力で清拭することで、表面上の細菌や細
胞片を除去します。提案手法ではサーマルカメラと圧力センサを用いることで、消毒液の噴霧状況と清拭に加
えられた力から清拭消毒の結果を判定し、わかりやすく可視化します。

めざす未来
これまで清拭消毒はマニュアルに基づいた作業が主流で、結果の確認方法は限定的でした。本研究により消毒
の結果を直感的に把握できれば、消毒作業を改善したり、安心して消毒できる環境の実現が可能になります。
これにより医療の安全性向上・効率化に貢献することをめざします。
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